
第3回北の絵コンテ大賞 シナリオ（プロット）  脚本：OKI 

 

＜タイトル＞ 

タナタナクニケ 

 

＜前作あらすじ＞ 

アイヌ国で繰り広げられる架空の物語である。 

コシャマインスタジアム(注１）で開催されるBlack Dragon対Morewrewの 

対抗歌合戦に出場するためにMorewrew一行が会場に向かう途中、 

女ボス率いる謎の山賊に襲われる。 

たまたま通りかかったアイヌポリスの操縦するカムイシンタ（注２）に助けられたMorewrew。 

会場に到着するとBlack Dragonが熱い演奏を繰り広げている。 

動揺を隠せないMorewrewの打つ手は、、、、 

 

（注１）コシャマインを記念して建設されたスタジアム。 

コシャマインは１５世紀に和人との交易の軋轢から発展した戦いを率いた首領である。 

（注２）アイヌの物語に登場する空を飛ぶ乗り物。 

 

＜楽曲について＞ 

劇中の音楽タナタナクニケは旭川アイヌの伝統曲。 

歌詞は神様の飼っている十匹の犬の名前。歌えなくなるまでテンポを上げていく遊び歌。 

 

＜登場人物＞ キャラクターデザインを参照してください。 

Morewrew    アイヌのバンド 

Black Dragon サンタウンクル（注３）のバンド（トンコリマン、ベーシスト、ドラマー） 

神様 

神様の犬 

タナタナ、クニケ、トーキカポ、ソカポ、タルケ、アサラサラ 

ユクトパキウカ、アンパトパキウカ、ナーフテ、ナータラン  

山賊 （第2話の怪しい武装集団） 

山賊のボス 

 

（注３）アイヌの物語に登場する代表的な敵役 

 

 

＜シナリオ＞ 

① 前作エンディングから 

カムイシンタの中で 

Black Dragonの演奏に圧倒されている 

Morewrewのアップ。 

 

② ステージ 

♪Black Dragonの演奏♪ 

 

③ アリーナ 

観客に混ざって 

山賊たちも会場に来ている。 

彼らはクールな様子だ。 



④ ステージ 

Black Dragonは演奏を終える。 

観客たちは盛大な歓声を送っている。 

 

⑤ アリーナ 

アリーナから上を見上げるとカムイシンタが降下してくる。 

 

⑥ カムイシンタ船内 

Morewrewの男はカムイシンタの屋根を開放するため、壁に設置されているレバーを上げたが 

うまく作動しないので何度もレバーをいじっている。 

Morewrewはセットされたマイクの前でじっと屋根の開くのを待っている。 

 

アリーナからはなかなか始まらない演奏に苛立ってきた観衆の手拍子、足踏み、 

ブーイングが聞こえてくる。 

 

⑦ カムイシンタ 

Morewrewの男（注４）がレバー付近を叩くとカムイシンタの天井が大きく開き 

四人の姿が現れる。 

開かれたカムイシンタはちょっとしたステージのようだ。 

Morewrewは手拍子を始める。 

 

（注４）男は今回、ローディに徹しておりパフォーマンスには参加しない。 

 

⑧ Morewrew目線でスタジアムを俯瞰 

♪観衆もMorewrewの手拍子に合わせてくる♪ 

会場に良い雰囲気ができたところでMorewrew歌い出す。 

♪タナタナクニケ、、、、、、チョーチョチョチョ！♪ 

短く歌ってやめる（約12秒） 

 

⑨ ステージ 

Black DragonはMorewrewにお返しとばかりに激しいリフを数小節演奏する。 

♪Black Dragon演奏♪ 

 

⑩ アリーナ 

Black Dragonに熱い雄叫びをあげる観客。 

先ほどまで冷静だった山賊たちも興奮を隠せない。 

女ボスは冷静なままだ。 

 

⑪ カムイシンタ 

Morewrewは前よりやや早いテンポで再び歌い出す。 

♪タナタナクニケ、、、、、、♪ 

 

 

 

 

 

 

 



⑫ 雲の上 

♪タナタナ、、、、、♪ 

歌は雲の上まで届き 

雲の上で寝ている神様の犬たちは 

名前を呼ばれたのに気づき順々に目を覚ます。 

タナタナ クニケ トーキカポ ソカポ タルケ アサラサラ                               

ユクトパキウカ アンパトパキウカ ナーフテ ナータラン チョーチョチョチョ！（注５） 

 

 （注５）チョーチョチョチョは犬を呼ぶときの掛け声、犬の名前ではない。      

 

⑬ 雲の上 

歌は何度も繰り返されて歌われている。 

名前を呼ばれた犬たちは落ち着きを失う。 

犬たちは下界に行きたくなってたまらなくなり 

我先に下界のスタジアムを覗こうと雲の縁で押し合いになる。 

だがさすがの高度に降下するのをためらっている。 

歌のテンポが上がってくる。神様が骨を下界に放り投げる。 

すると犬たちは雪崩をうつように次々と落下する。 

 

⑭ 空中 

最初はバランスを崩し気流に巻き込まれながら落ちていくが、 

犬たちはそれぞれのやり方で態勢を整えていく。 

 

タナタナ       手足を伸ばした状態でうまく風に乗る。 

 

クニケ        長い毛を風になびかせながら降下している。 

 

トーキカポ     ちゃっかりクニケの背中に乗っている。 

 

ソカポ        自分の尻尾を噛もうとしてぐるぐる回転しながら降下している。 

回転することで浮力をつけているようだ。 

 

タルケ        先ほど神様の放り投げた骨を口にくわえ急降下。 

最近話題のアクション映画に出てくる戦闘機パイロットのようだ。 

 

アサラサラ      優雅に日傘で降下。 

 

ユクトパキウカ   上着の袖に内蔵された膜をばっと広げムササビのように滑空する。 

 

アンパトパキウカ たまたま通りかかったカラスの背中に乗っている。 

 

ナーフテ       地味に降下している。 

 

ナータラン      なぜか空中で静止し四股を踏んでみたものの重力に負けて落ちる。 

 

⑮ ステージ 

一方、ステージ上のBlack Dragonたちは微動だにせず佇んでいる。 

王者の余裕なのだろう。 



⑯ 空中 

♪歌タナタナクニケ fade in♪ 

落下する犬たち。 

⑰ アリーナ 

♪タナタナクニケ♪ 

歌のテンポは速くなっている。 

アリーナをホバリングしているカムイシンタは縦横無尽にスタジアムを移動している。 

 

⑱ 空を見上げる山賊たち。 

山賊たちの顔は犬の影で暗くなる。 

一人の山賊の頭に骨が落ち、気絶。 

 

⑲ ステージ 

その様子を見て笑うBlack Dragonたち。 

その直後、トンコリマンが異変に気付き上を見上げたときはもう時遅し。 

ベーシストの上にクニケが落下。 

ドラマーは犬の落下に気付き両手を広げて構える。 

ナータランが落下しドラマーとがぶり寄りになる。 

激しいもみ合いになりドラムセットは蹴散らされる。 

 

⑳ カムイシンタ 

歌に集中するMorewrew 

♪、、、ナータラン チョーチョチョチョ！！！♪ 

歌のテンポが上がりきり曲が終わる。 

 

㉑ ステージ 

倒れこんでいるベーシストのお尻をかじっているナータラン。 

 

暗転 

 

㉒ ステージ 

ステージには壊れた楽器、アンプ、気絶するBlack Dragonと山賊の姿。 

犬たちに顔を舐められている。 

アサラサラは血統書付きで位が高いので見ているだけである。 

 

㉓ カムイシンタ 

Morewrewは観客の声援に応えている。 

拍手喝采を送るオーディエンス。 

 

㉔ ステージ 

気絶したまま犬にくわえられ引きずられながらステージを後にするBlack Dragon。 
 

㉕ バックステージ脇 

その様子をステージ袖からうかがう山賊の女ボス。 

現場を立ち去る。 


